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 の可能性、途」二国鉄鋼市場の階層化の可能性にも注、思する必要がある。
 第!章では、鉄鋼業独自の構造に立ち人って分析を行うための枠組み設定を行った。
 東アジア鉄鋼業の発展可能性を解明するには、経済発展の理論だけでなく、鉄鋼業という産業の
 内部構造を独自に分析する枠組みが必要である。本書はこれを、企業類型を基準とする生産・貿易
 構造分析によって基礎'づけ、さらに!珊llの産業分析によって果たそうとするものである。
 2実証分析の要約
 第2章では、前章で設定した枠組みによって東アジア鉄鋼業の生産・貿易構造を1概観した。
 生産・貿易構造分析によって、束アジアの鉄鋼業が、明確な序列的1・ll・}造を持って存立しているこ
 とが明らかになった。それは、具体的には銑鋼一貫体制を確立している第1グループと確立してい
 ない第Hグループであり、さらにグループ内にあっても区分が見られた。第1グループは、大量生
 産体制を確立している日本、韓国、台湾(1一])と、様々な制約条件を抱えながら大量生産を行っ
 ている中国(1-2)に分類できた。第1グループは、還元鉄一貫体制による量産を行っているイン
 ドネシア(H-1)と、一貫体制が未確立のタイ、マレーシア、フィリピン、ベトナム(n-2)に区
 分できた。そして、各国・地域鉄鋼業が抱える課題が構造分析から示唆できた。
 第3章では、日本鉄鋼業において1990年代末から2000年代初頭にかけて生じた、2大グループ化
 と国際提携という現象の持つ意義を解明しようとした。
 日本の銑鋼一貫企業が197〔)年代以来取り結んできた企業問関係は、1オ乃調的壕占と同質的競争と特
 徴づけることができた。この企業間関係の巾で技術発展は停滞することはなく、各社の高度な開発・
 生産能力は維持されてきた。しかし長期的には協調的媒占はアウトサイダーとの競争、ユーザー優
 位の取引関係、国際競争によって浸食され、ついに維持不可能となった。2大グループ化と国際提
 携は、企業間関係の戦略的な転換と見なければならない。
 右肩上がりの国内'市場成長が.Iしまって久しい日本鉄鋼業が、激しいリストラクチャリングを経て
 現時点でなお高度な技術水準を維持していることは高く評価されねばならない。ただし、保守的技
 術政策の兆候や安全問題が現れていることは注意が必要である。また、高い技術水準が安定した利
 益に結びつかずにきたという弱点も、いまだに克服されたとはいえない。2000年代前半の高利益は、
 合理化努力の産物でもあるが、需給関係によって与えられたものという性格が強く、そこに安住す
 る余裕はないはずである。日本における一貫企業の課題は、高度な開発・生産能力を新たな企業問
 関係の中で活川し、世界とアジアにおける高級鋼材供給のイニシアチブをとり続けることである。
 第4章では、タイ鉄鋼業を途1⊥国鉄鋼業のリーディング。ケースと位置づけ、とくに薄板セクター
 の現状と課題を考察した。
 タイ鉄鋼業は、輸出志向工業化における後方連関効果を活川して、川下から市場の拡大に対応し
 て投資を行ってきた。薄板セクターは、冷延。熱延ミルを確立してこれを高度化し、技術選択を行
 いながら半製品の輸入代替を試みる段階に入っていた。
 そこでは、外資系需要産業、とくに日系企業によって形成された高級薄板類の市場については、
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 3総括
 「終章」では、実証分析の結果を要約するとともに、これを産業の構造とダイナミズム、東アジ
 アの経済発展メカニズムとの関係という観、1、1、くから整理し、さらに來アジア鉄鋼業の今後の焦点を述
 べて結びとした。
 東アジア鉄鋼業の構造とダイナミズムには、序列性、多様性、可変性が観察された。具体的には、
 以下のように整理できた。・、
 第一に、高炉法による銑鋼一貫生産の優位は、二定の修正を伴いながら維持されている。ただし、
 工程間国際分業は可能であり、分業の一部を担う形であれば、銑鋼一貫企業が存在しない国・地域
 でも高級鋼材の生産に参画することは可能である。
 第二に、グループ間には、生産量や技術水準、輸出競争力といった尺度での序列的構造が明確に
 存在する。この序列性を直視しなければならない。
 第三に、序列の下位に属するグループであっても、鉄鋼業の発展は一定の意味を持っている。輸
 出志向工業化のもとにあっても、後方連関効果を通して鉄鋼市場は形成されるのであり、途..h国鉄
 鋼業発展の可能性を頭から否定することは適当ではない。
 第四に、序列灼構造は固定的なものではなく、変化への傾向を内包している。その一つは、日本
 の銑鋼一貫企業に技術政策の保守化の兆候が現れていることにある。もう一つは、中国、アセアン
 諸国における工業化の進展が、これらの諸国に低・中級鋼材のみならず高級鋼材の市場をつくりだ
 したことにある。たとえ一貫'製鉄所の親親建設が困難な場合でも、圧延・加工工程での生産拠点設
 立とそこへの技術移転、工程間分業によって高級鋼材の生産は可能になるのである。
 第五に、産業ダイナミズムの源泉は、国際競争圧力に対応した企業行動にある。東アジア鉄鋼業
 のダイナミズムは、国際競争から国内企業を過度に遮断した保護政策や、採算を無視した鉄鋼自給
 策によってではなく、競争圧力に対応する企業行動によって生じているのである。
 第六に、企業が競争圧力に対応した行動を取るべきだということは、政府の政策が臼山放任であ
 るべきことを必ずしも意味しない。実証分析の中では、政府が様々な政策課題に直而していること
 が確認できた。
 今後、東アジア鉄鋼業の焦、・,1〔は市場の性格に応じて三つ考えられる。
 第一の焦点は、高級鋼材供給ネットワークの態様と、そこにおけるイニシアチブ、すなわち技術
 的主導性と競争優位の所在である。今後とも儒要が拡大するであろう高級鋼材をどこで、誰が生産
 するのかが問題となる。また、その際に技術的なイニシアチブをグループ1-1の企業が持ち続け
 るのか、技術移転が地場企業に及ぶのかが注目される。
 第二二.の焦点は、高級鋼材の下方に広がる領域が、どのような企業によって担われるかである。グ
 ループ1-1の企業によるイニシアチブが明確な高級品市場と異なり、各国の中級品市場は、外資
 系企業と地場系の協力・競合・すみわけがダイナミックに展開する場となるであろう。
 第三の焦、ll訳は、中・低級品を中心としながらも鋼材市場全般にわたる生産・投資の振幅に、企業
 と政府がどのように対処するかである。中1刊市場の変動は、東アジア全域にわたるそれに直結する
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